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研究成果の概要（和文）：　情報システムに蓄積した学生の学習状況を，教室での対面授業において効果的に提
示する手法の開発を行った．レポートの記述内容，オンラインテストへの取り組み状況や評価といった情報が，
学習管理システム(LMS)に蓄積されている．このような「バックグラウンドデータ」を教室において提示するシ
ステムを開発した．
　まず，LMSをベースに，学生の学習状況を蓄積する情報システムを構築した．次に，教室内で提示情報の対象
とする学生を特定し，身体装着型ディスプレイ(HMD)を用いてバックグラウンドデータを直感的に提示するため
の手法を検討した．授業実践の結果から，システムの利用状況と教授者の振る舞いについて分析を行った．

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the method to visualize the circumstances of 
students in the classroom. Learning Management System(LMS) is introduced and widely used for 
collecting materials of students like reports, attendances and online tests. We defined such the 
collected materials as "Background Data" for supporting teachers and Teaching Assistants(TAs) in 
understanding and assisting students during classes.
The developed system in this research collects Background Data from LMS. Teachers and TAs wear 
head-mounted displays, which provide them with a direct visual representation of students' current 
and historical class performances. The system enables them to determine which students are facing 
difficulty and provide them with extra support.

研究分野：教育工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 教育活動の基盤となる情報システムの導
入と運用，および高度化が様々な高等教育機
関で進められている．そのうち，教育・学習
の支援に特化した機能を持つ学習管理シス
テム(LMS)を，全学の教育用情報システムと
位置づけて展開している大学も増加してい
る. LMSを活用した教育の改善や効率化，な
らびに多様な学生へのきめ細かい対応の取
り組みが進められており，リメディアル教育
や全学共通教育，自学自習教材の提供といっ
た様々な教育活動に用いられている．このよ
うにして蓄積された情報をもとに，学習意欲
減退の早期発見や，卒業後のキャリア支援を
行うといったシステムが開発されている．今
後も，情報システムの全学的な活用に基づく
教学 IR(Institutional Research)の推進など
が期待される． 
 その一方で，対面での授業の設計や実施に
おいても，アクティブラーニングや課題解決
型学習(PBL)といった学びの形態が様々な形
で浸透している．双方向性のある授業による
学習の動機づけといった観点もあり，教員の
役割はこのような学びをコーディネイトす
る立場に転換しつつある．ツールとしての
ICTはこれらの活動においても基盤となって
おり，FD(Faculty Development)の高度化の
一部分として捉えられている． 
 本研究ではこれらの両方の動きを踏まえ
て，情報システムに蓄積された学習に関わる
データを「バックグラウンドデータ」と定義
した．バックグラウンドデータは学習活動の
設計や分析に用いられているが，これらの情
報を対面での授業において進行を妨げるこ
となく提示し，柔軟かつ双方向性のある講義
を行う手法が確立されていない．対面の授業
の場において，バックグラウンドデータを活
用した授業の展開を実現する(図 1)． 

図 1 対面授業支援システムの開発 
 
２．研究の目的 
 情報システムに蓄積した学生の学習状況
を，教室で対面授業を行う教員に対して効果
的に提示する手法と，提示に基づく教授法の
開発と実践を行う．レポートやワークシート
の記述内容，オンラインテストへの取り組み
状況や評価といった情報が，学習管理システ

ム(Learning Management System)に蓄積さ
れている．しかし，これらの情報を対面での
授業において進行を妨げることなく参照し，
柔軟かつ双方向性のある講義を行う手法が
確立されていない．そこで，このような「バ
ックグラウンドデータ」を教室において重畳
提示するシステムを開発する．実際の大規模
授業で用いる実践を通じて，バックグラウン
ドデータの参照に基づいた教授法の有用
性・実用性を検証する． 
 以下の手順でバックグラウンドデータの
提示に基づく対面授業支援システムの開発
を進める．まず，学習管理システム(LMS)を
ベースに学生の学習状況を蓄積する情報シ
ステムを構築し，バックグラウンドデータの
整備を行う．次に，教室内において提示情報
の対象とする学生を特定・識別する機能を開
発する．身体装着型ディスプレイ(HMD)を用
いてバックグラウンドデータを直感的に提
示するための手法を検討し，開発した対面授
業支援システムの提示手法やデバイスの比
較実験を行う．異なる条件の大規模授業に導
入した実践を踏まえて，システムの利用状況
と教員の客観的振る舞いや主観的意識を分
析する．対面授業の場におけるバックグラウ
ンドデータの提示の有用性・実用性を検証し
た上で，本システムを活用した教授法を整理
する． 
 
３．研究の方法 
 まず，既に運用している全学の学習管理シ
ステムから，研究代表者が担当する科目のバ
ックグラウンドデータを取得するための連
携システム構成の検討および整備を行う．次
に，実験を行うために授業を実施しているコ
ンピュータ教室において学生およびその着
席位置を識別するためのデータ取得の機能
を準備する．バックグラウンドデータを教員
に対して提示するためのシステム構築のた
めに，提示用ヘッドマウントディスプレイ
(HMD)(図 2)，ノートパソコン，データ一時保
存等の基盤部分を整備する． 
 さらに，QRコードの設置と読み取りによる
特定を行う(図 3)．対象学生の学習状況デー
タをグラフに可視化し(図 4)，HMD を用いて
提示するシステムを開発する(図 5)．研究代 

 

図 2 HMD を装着した TA 



表者の所属研究機関の異動に伴って，実施対
象の授業が変更となったことの兼ね合いか
ら，対象をティーチングアシスタント(TA)と
した．バックグラウンドデータの提示による
授業支援システムを運用し，実際の授業およ
び TA による評価実験を行った．実験後に，
閲覧件数および対象データの集計を行うと
ともに，TA に対するインタビュー調査を実施
した． 
 

図 3 QR コードを設置した教室 
 

図 4 バックグラウンドデータ提示システム 
 
４．研究成果 
(1) バックグラウンドデータの取得と可視
化 
 研究代表者の異動に伴い，実験対象を現所
属機関で授業運営を統括している全学の情
報基礎科目と定めた．このうち，後期の基礎
プログラミングの授業を対象とし，バックグ
ラウンドデータを取得するための連携シス
テムを実装した．これらの授業の学習状況は
学習管理システム(LMS)に蓄積されているた
め，出席，小テストおよびプログラム開発課
題の状況をリアルタイムに取得した．これら
のデータをヘッドマウントディスプレイ
(HMD)を用いて提示し，短時間で読み取るた
めの可視化手法を実装した． 
 
(2) 対象学生の特定 
 対象学生およびその着席位置を識別する
ために，教室内の BLE タグを用いた計測調査
を行った．BLE タグをコンピュータ教室内の
各端末に配置し，携帯端末を用いて机間指導
のための特定精度を調査した．この結果，識
別精度の向上のために設置および読み取り

の工夫が必要であることが明らかになった．
BLE タグを用いて一定の認識精度は得られた
が，授業実践のために対象学生の座席に取り
付けたQRコードを読み取る方式に変更した． 
 
(3) 授業支援システムの運用実験 
 これまでに開発したバックグラウンドデ
ータの提示システムを，全学の基礎プログラ
ミング科目を対象に運用して実験を行った．
学習管理システム(LMS)に蓄積された出席，
小テストおよびプログラム開発課題の状況
をリアルタイムに取得する機能を用いて，対
象学生の学習状況データをグラフに可視化
した．HMD を用いて提示するシステムの評価
を行った．その結果，被験者のティーチング
アシスタント(TA)から，バックグラウンドデ
ータに基づいた学生個別の指導が本システ
ムによって促進されたことが明らかになっ
た． 
 さらに，ティーチングアシスタントにウェ
アラブルカメラを身につけさせることによ
り，バックグラウンドデータに基づく学習支
援業務の行動分析を行った．これらのデータ
を用いて，短期・長期の学習支援業務の振り
返りを実施した． 
 
(4) 国内外での成果発表 
 これらの結果について，国内学会および国
際会議での発表を行った．また，学内外の学
術研究集会において，本研究と近い構想を持
つ教育学習支援システムに関する技術情報
の調査を行った． 
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